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核燃料（窒化物、炭化物、金属）に関する研究で発生したプルトニウム（Pu）を含む実験済廃油及び廃液

を安定な状態で廃棄するため、Puを分離回収後に油固化剤または石膏を用いて固化するための条件を調べた。 

キーワード：実験済核燃料物質、安定化処理、窒化物燃料、炭化物燃料、金属燃料、廃油、廃液 
 

1. 緒言 

JAEA 大洗原子力工学研究所の燃料研究棟では、施設の廃止措置に向けて、高速炉または加速器駆動

システム用の燃料（窒化物、炭化物、金属）に関する研究開発に伴って発生した Pu を含む実験済試

料の安定化処理を実施してきた[1, 2]。本発表では、実験済廃油及び廃液を安定な状態で廃棄するため、Pu を分

離回収した後に油固化剤または石膏を用いて固化するための条件を調べた結果について報告する。 
 

2. 実験方法 

処理対象の廃油は粉末または小片状の Pu 試料を含む切削油、真空ポンプ油等で、廃液は ICP 発光分析等を

実施後の希硝酸溶液が主であり、主な共存物質として NaCl, LiCl, KCl 等の塩化物が最大 10 wt %含まれる。

まず真空ポンプ油及び塩化物を含む希硝酸を用いた固化処理の模擬試験により処理条件を確認後、グ

ローブボックス内で Pu を含む廃油及び廃液の処理を行った。廃油については金属製篩を用いた分離及

びガラスフィルタを用いた吸引ろ過によって Pu を分離回収後、廃油を 80 ℃に加熱しながら 12-ヒドロキシ

ステアリン酸を主成分とする油固化材を添加して撹拌し、室温まで冷却することで固化した。一方、廃液に

ついては TRU レジン等を用いて Pu を分離回収後、NaOH を加えて中和し、常温で石膏を散布投入しながら

撹拌することで固化した。分離回収した Pu は、空気中 650 ℃で 2 時間加熱して付着した廃油または

廃液を分離するとともに Pu を酸化物に転換して安定化した。  
 

3. 結果及び考察 

廃油に油固化材を 60 vol%添加した廃油固化体（図 1(a)）は全体が

固化し、600 ℃以下で完全燃焼すること等から、可燃性固体廃棄物と

して扱えることが確認された。一方、廃液に重量比 1:1 の割合で石膏

を添加した廃液固化体（図 1(b)）は、塩化物が 10 wt%共存しても全

体を固化でき、塩化物の漏出も見られないため、不燃性固体廃棄物と

して扱えることが確認された。酸化熱処理後の Pu は、X 線回折によ

り酸化物に転換されたことが確認された。これらの結果から、本手法

が実験済廃油及び廃液の安定化の方法として有効であることが分かった。 
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図 1 安定化処理後の実験済試料

（ポリエチレン製容器入） 
(a)廃油固化体、(b)廃液固化体 
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